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から」を語り、分かち合う機会を提供するもので、2015 年度と 2016 年度は年 3 回、2017
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年度は 2 回実施している。 







表 1 ワークショップの構成及び流れ 
1. 開始のあいさつ 

























表 2 に、2015 年度と 2016 年度の動画発表者、作品の概要を示す。 
ワークショップでは各回 1 名が動画を発表することにしており、2016 年 12 月までに
6 名が作品を披露した（３）。 









次節に述べる、本研究の調査対象者 9 名は、この 6 作品のいずれかをワークショップに
おいて視聴した。 
 
表 2 2015～2016 年度の動画発表者、作品の概要 















































つながりを持つ若者の支援に関心のある社会人（以下、若者支援者）の 3 つに分けられる。 
本研究では、2015 年度及び 2016 年度のワークショップ参加者のうち、近隣地域のブラ
ジル人学校に通う日系人の高校生 5 名と、複数回ワークショップに参加している若者支援













表 3 ワークショップ参加者の属性、参加回数、視聴した動画作品 
参加者 学年・職業 性別 参加回数・動画作品 
G.Y さん 高校 1 年 男性 1 回 
T さんの作品 
A.Y さん 高校 2 年 男性 1 回 
L.A さん 高校 2 年 女性 1 回 
E.S さん 高校 2 年 女性 1 回 
J.K さん 高校 3 年 男性 2 回 S さん、T さんの作品 
H さん 日本語講師（50 代） 女性 4 回 Lさん、Dさん、Sさん、Tさんの作品 
E さん 日本語講師（40 代） 女性 2 回 M さん、Z さんの作品 
I さん 会 社 員（40 代） 男性 3 回 S さん、T さん、Z さんの作品 
K さん 団体職員（30 代） 男性 3 回 M さん、S さん、T さんの作品 
（※高校生は参加時の学年を記載） 
 
事後インタビューの調査期間は 2017 年 8～9 月である。参加者がワークショップに最後















































3.1. 日系人高校生 4 名の語り 
3.1.1. ワークショップ参加のきっかけ・動機 
























友だちになり、今も SNS でつながっている。 
E.S さんは本学の学生と話し、大学の授業や日本の大学で勉強を続ける理由などについ
て話を聞いた。学生の「皆さんはとてもにぎやかだったし、なんか話しやすかった」ので、




















































次に、若者支援者 4 名の事後インタビュー調査における語りを報告する。 
 
3.2. 若者支援者 4 名の語り 
3.2.1. ワークショップ参加のきっかけ・動機 

































若者支援者らは 30 歳代から 50 歳代で、参加学生・生徒らの親世代ともいえる。そのた
め、学生の輪に入ることを遠慮し、若い世代との対話は、動画発表者に賛辞や謝辞を伝え
たり、動画について質問をしたりすることが中心だった。 








































































で、約 8～13 カ月経過しているが、その間、4 名の若者支援者それぞれに、ワークショッ
プ後の動きや新たな行動などが見られた。 
H さんはより多くの生徒たちと動画を共有したいと考え、ワークショップ後の茶話会時
に、動画発表者の L さんや T さんと直接話をし、勤務先の学校へ動画を見せに来てほしい
と依頼していた。そして、2016 年 9 月に T さんの学校訪問、動画の視聴会が実現した。 
会場には高校 1 年生から 3 年生までの 62 名が集まった。視聴会では動画を一時停止し、
学校の教員がポルトガル語で内容を解説しながら、丁寧に生徒たちに見せていった。この































































































































































































（１） 2015 年度（2015 年 6 月 20 日、8 月 8 日、12 月 19 日）と 2016 年度（2016 年 5 月
28 日、7 月 9 日、12 月 17 日）は年 3 回、2017 年度は 2 回（2017 年 7 月 8 日、
12 月 9 日）、いずれも土曜日に舟橋宏代氏（本学教授）をはじめ、本学職員、学生









（４） Draw My Life は 2013 年 1 月にアメリカの YouTuber が始めた、投稿動画コンテン














Q5． Draw My Life を見て、どう思いましたか。 
Q6． Draw My Life をつくった人と話しましたか。どんなことを話しましたか。 
Q7． Draw My Life を見て、自分の考えなどが変わりましたか。何が、どのよう
に変わりましたか。 
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桜井厚（2002）『インタビューの社会学―ライフストーリーの聞き方』せりか書房 
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A Study of Dialogue through the Life Story Video 
Focusing on the impact that video gave to workshop participants 
 
Mayumi  SANJIKI 
 
Abstract 
The Life Story Video (Draw My Life) Workshop is intended to enhance the 
communication skills of young people in Suzuka City and neighboring regions. During 
the workshop, participants interact with each other directly, and with the Draw My 
Life publisher indirectly, by watching videos. 
In the present article, participant interactions are made clear through an interview 
investigation, and the impact of the interactions of the workshop participants is 
examined. As a result, the following becomes clear. First, workshop participants gained 
greater self-awareness and learning through these interactions. They reorganized their 
own lives, and then adopted new behaviors. Second, Life Story Video works as a tool 
that can connect people across generations. It has educational value for the next 
generation. 
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